
弥富市立日の出小学校

令和４年４月８日

新入生七十八名を迎え、令和４年度がスタートしました！
４月より、日の出小学校の校長と

して赴任いたしました後藤篤です。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
令和４年度の日の出小学校が動き

始めました。４月６日の入学式では、
新入生７８名を日の出っ子の仲間と
して迎えることができました。そし
て、始業式では２年生から６年生が
新しい学級で、新しい友達と担任に
出会いました。令和４年度の日の出
小は、全校児童５２９名、２４学級
でのスタートです。入学式では「命
を大切に！」「友だちとなかよく！」「元気なあいさつ！」の三つの約束を児童に伝えました。
始業式でも全校児童でこの約束を確認するとともに、今年度の合言葉「やってみよう！」を伝え
ました。得意なことはもちろん、苦手なことや自信のないことにも挑戦する気持ちと行動力、ま
た失敗やまちがえを認め合える仲間であることが、安心して「やってみよう」という気持ちと行
動になることも伝えました。児童が「失敗しても大丈夫、挑戦を続けよう」とし「夢や目標をも
ち、一歩一歩、努力すること」を支える職員集団として、一丸となって教育活動に全力で取り組
んでまいります。しかし児童が成長する上で学校だけの力では不十分な面が多いのが現状です。
今後とも、保護者や地域の皆様には、ご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

日の出小学校長 後藤 篤

令和４年度 教職員の異動等一覧

【 転 出 】 【 転入・新任 】

・吉田 修啓 校長先生(七宝小へ） ・後藤 篤 校長(東海市 名和小より)
ご と う あつし

・尾﨑 裕美 先生(大治南小へ) ・木下 眞吾 先生(拠点校指導員)
きのした しん ご

・金森 奈穂 先生(校務主任として白鳥小へ） ・加藤はる名 先生(大治小より)
か と う な

・上山 優子 先生(永和小へ) ・見郷 彰彦 先生(弥生小より)
けんきよう あきひこ

・大庭佑里奈 先生(関東方面の学校へ) ・岡本 佳代 先生(美和中より)
おかもと か よ

・江崎久美子 先生(桜小学校へ) ・長岡 花奈 先生(新規採用・学戸小より)
ながおか は る な

・鈴木 杏奈 先生(退職) ・鈴木 悠司 先生(新規採用)
すずき ゆう じ

・舟橋 範子 先生(退職) ・岡 智裕美 先生(養護教諭として静岡県中川根第一小より)
おか ち ゆ み

・竹川 智子 先生(退職) ・井戸田竜郎 先生(宝小より）
い ど た た つ お

・伊地知貞子 先生(佐屋西小より)
い じ ち さ だ こ

・橋本 典和 先生(ICT支援員）
はしもと のりかず

予定 ４／１１(月)～１５(金) 全学年５時間授業 一斉下校 14:55
４／１１(月)PTA執行委員会 9:00 全委員会 10:00
４／１４(木)学級写真

４／１８(月)授業参観 12:40 PTA総会 14:00 学級懇談会 15:00
ご連絡 昨年度３月に連絡しました８／１９(金)の全校出校日を、８／２２(月)に変更させていただき

ます。

入学式：７８名の新入生を迎えて



令和４年度 日の出小学校の目指す教育について

１ 本校の教育目標

「生きる力」を高め、自ら未来を切り拓くことができる児童を育成する。

めざす児童像

・「ひとりでできる子」・・・・生活習慣がきちんと身に付いている子

（自主・自立） 自分のめあてをもって学習に取り組める子

・「のびのび明るい子」・・・・元気に遊び、楽しく運動できる子

（健康・礼節・協力） みんなと協力し、仲よく生活できる子

・「できるまでがんばる子」・・分かる喜びを知り、粘り強く取り組める子

（勤勉・責任） 自分の仕事に責任をもち、やり遂げる子

２ 経営方針

「拓 く」自らの将来に見通しをもち、進路を切り拓く力を付ける。

「伸びる」心身ともに自らの「よさ」に気付き、自らのよさを向上させ伸ばす。

「出会う」仲間や自分を取り巻く大人との出会いから、他を思いやり、協調・協同できる心を

育てる。

３ 本年度の重点努力目標（合言葉…「やってみよう」まちがえを認め合える仲間）

ア 「確かな学力」の定着

・主体的に学ぶ態度の育成を図り、「わかる・できる・楽しい授業」を実践する。

・基礎的・基本的な学力を身に付けるとともに、ＩＣＴ機器の有効活用を推進する。

・子どもたちが学び合う授業づくりを推進し、教師個々の授業力向上に努める。

イ 豊かな心の育成

・道徳の授業を核として、他を思いやる豊かな人間性を育てる。

・動物飼育や児童会での異学年交流を通して、命の大切さや思いやりの心を育てる。

・自らを律し、友達と協調し、自己肯定感や自己有用感を高める。

ウ 健康教育・環境教育の充実

・よりよい活動ができるために、健康な心身をつくる知識と実践力を身に付ける。

・児童が元気よく身体を動かし、体力を高めることのできる環境づくりに努める。

・自分たちの学校を大切にし、きれいで心地よい環境を保つ。

エ 保護者・地域連携

・ホームページや学校だより等の充実を図り、保護者・地域に情報を発信する。

・家庭や地域の教育力と連携して、児童の健全育成ができるようにする。

・総合学習や地域学習、学校行事などで、地域に根ざした活動を図る。

○ 児童の学校生活で困ったことがあれば遠慮なくご連絡を！

児童は、学校の教育活動の中で、多くのことを学んでいきます。しかし、まだまだ成長途中

であり、自分で解決できないことも多くあります。学校生活で心配することや困ったことなど

がありましたら気軽に学校までお知らせください。


